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黒
羽
芭
蕉
の
里
全
国
俳
句
大
会
の
選
者

が
小
学
校
に
出
向
き
直
接
児
童
を
指
導
す

る
出
前
俳
句
授
業
が
６
月
24
日
、
大
田
原

市
の
２
つ
の
小
学
校
で
行
わ
れ
た
。

　

指
導
を
し
た
の
は
、
俳
句
結
社
「
青せ

い
麗れ

い
」

主
宰
の
髙
田
正
子
さ
ん
。
午
前
中
に
宇
田

川
小
学
校
（
飯
村
正
吾
校
長
、
児
童
数
45

人
）
の
３
、４
年
生
16
人
、
午
後
に
金
丸
小

学
校
（
加
藤
裕
美
校
長
、
児
童
数
80
人
）

の
５
、６
年
生
27
人
に
俳
句
の
作
り
方
を
指

導
し
た
。

　

髙
田
さ
ん
は
、
１
音
、
２
音
の
数
え
方

と
俳
句
が
五
七
五
の
17
音
で
あ
る
こ
と
、

季
節
の
言
葉
を
入
れ
る
と
い
う
俳
句
の
２

つ
の
基
本
を
説
明
。
続
い
て
ヤ
モ
リ
、
テ

ン
ト
ウ
ム
シ
、
カ
ン
ナ
、
ネ
ジ
バ
ナ
な
ど

の
画
像
を
見
せ
た
。
カ
マ
キ
リ
の
画
像
が

映
る
と
児
童
た
ち
は
一
斉
に
「
カ
マ
キ
リ

の
子
！
」
と
大
き
な
声
で
答
え
、
髙
田
さ

ん
は
「
み
ん
な
、
え
ら
い
ね
。
ち
ゃ
ん
と

子
だ
っ
て
分
か
る
ん
だ
ね
」
と
言
っ
て
、

カ
マ
キ
リ
は
秋
の
季
語
で
子
カ
マ
キ
リ
は

夏
の
季
語
だ
と
説
明
し
た
。
ま
た
、「
ネ
ジ

バ
ナ
は
右
巻
き
と
左
巻
き
が
あ
る
ん
だ
よ
。

大
人
で
も
知
ら
な
い
人
が
い
る
よ
」
と
話

す
と
児
童
た
ち
は
興
味
深
そ
う
に
聞
い
て

い
た
。

　

全
員
で
外
に
出
て
夏
ツ
バ
メ
や
ビ
ワ
の

実
、
ア
ジ
サ
イ
、
ア
オ
ガ
エ
ル
、
バ
ッ
タ

な
ど
を
見
て
き
た
児
童
た
ち
は
、「
自
分
が

あ
っ
と
思
っ
た
も
の
を
17
音
に
す
る
」
と

い
う
髙
田
さ
ん
の
指
導
を
受
け
、指
を
折
っ

て
俳
句
を
作
成
。
全
員
の
俳
句
か
ら
気
に

入
っ
た
句
を
選
ぶ
〝
模
擬
句
会
〞
で
は
「
夏

ツ
バ
メ
ち
ょ
う
と
っ
き
ゅ
う
で
虫
た
い
ほ
」

の
句
が
最
高
得
点
。「
夏
つ
ば
め
と
ん
で

い
る
よ
い
い
天
気
」
と
い
う
1
音
少
な
い

句
に
は
「
大
き
く
飛
ん
で
い
い
天
気
」
に

す
る
と
17
音
の
リ
ズ
ム
の
良
い
句
に
な
る
、

と
髙
田
さ
ん
の
優
し
い
指
導
が
入
っ
た
。

　

高
学
年
の
金
丸
小
の
児
童
に
は
「
胸
を

張
っ
て
作
る
」
と
い
う
姿
勢
に
つ
い
て
も

指
導
。
外
に
出
た
際
に
は
、
構
内
の
雑
木

林
に
入
り
「
緑
り
ょ
く

蔭い
ん

」「
木こ

下し
た

闇や
み

」
と
い
う

言
葉
を
説
明
、「
俳
句
は
自
分
の
詩
だ
か
ら
、

緑
蔭
と
言
っ
て
も
い
い
し
木
下
闇
と
言
っ

て
も
い
い
。
自
分
が
こ
う
思
っ
た
と
決
め

る
の
は
み
ん
な
で
す
」
と
心
構
え
も
伝
授
。

児
童
の
「
ね
じ
花
が
く
る
く
る
く
る
と
天

を
ま
う
」
と
い
う
句
は
「
ま
う
」
を
「
さ
す
」

と
添
削
。
子
ど
も
た
ち
は
、
わ
ず
か
な
文

字
で
世
界
が
大
き
く
変
わ
る
魔
法
の
よ
う

な
俳
句
の
世
界
を
体
験
し
た
。

「
俳
句
は
17
音
で
リ
ズ
ム
良
く
」

戸
外
に
出
て
自
然
を
目
に
し
て

俳人・髙田さんが児童に基本伝授

大田原市立宇田川小と金丸小で

指導する髙田正子さん（宇田川小）

金丸小の授業風景

ネジバナの画像を見せて（宇田川小）

外
に
出
る
と〝
季
語
〞が
い
っ
ぱ
い

（
宇
田
川
小
）

戸
外
で
は
緑
蔭
に
入
っ
て（
金
丸
小
）

指を折って（金丸小）

今
を
生
き
る
心
の
季
刊
誌

「
し
も
つ
け
の
心
」　

夏
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み


